


















研 究 業 績 
 

著書（共著を含む） 

１．『インド経済ー発展と再編ー』（西口章雄、浜口恒夫編）、世界思想社、 

  １９８６年６月、〔４章「工業化の進展と小規模工業」〕。 

 ｛改訂版｝『新版インド経済』（西口章雄，浜口恒夫編）、世界思想社、 

  １９９０年１１月、〔４章「工業化の進展と小工業」〕。 

２．『インドの工業化ー岐路にたつハイコスト経済ー』（伊藤正二編）、アジア 

    経済研究所、１９８８年３月、〔３章２節「小工業」〕。 

３．『技術形成の国際比較ー工業化の社会的能力—』（中岡哲郎編）、筑摩書房、    

  １９９０年１１月、〔第７章「インドの小規模機械工業ーエスコーツ社の 

    関連企業の技術問題ー」〕。 

４．『世界システムの現代的構造』（本多健吉・新保博彦編）、日本評論社，    

  １９９４年３月〔第９章「世界システムと先住民族ーインドの事例を中心 

  にー」〕。 

５．『アジア経済を学ぶ人のために』（本多健吉・坂田幹男編）、世界思想社、 

  １９９６年１１月〔第８章「「持続可能な開発」とアジア経済ー南アジア 

    を中心としてー」〕。 

６．『開発と環境－ インド先住民族、もう一つの選択肢—』、世界思想社、２０ 

  ０１年６月。 

７．『アクター発の平和学—誰が平和をつくるのか？—』（小柏葉子、松尾雅嗣 

  編）、法律文化社、２００４年２月。 

８．'Minorities in Japan : The present Situation and Their Struggles' in Abdus Sabur and  

  Lisa Schenk ed.,"New Vision for Peace", Asian Muslim Action Network(AMAN),  

  Bangkok, 2004. 

 

論文など   

１．「インドの小規模工業政策についての覚書」、『岡山大学経済学会雑誌』第 

  １７巻第３・４号、１９８６年２月。 

２．「イギリスのアジア人コミュニティの雇用と失業」、『岡山大学経済学会雑 

    誌』第１９巻第３・４号、１９８８年１月。 

３．「ナルマダから開発を考える」、『記録』第１６３号、１９９２年１０月。 



４．「インドのエスニック多元主義の理想と現実」、『岡山大学経済学会雑誌』 

  第２５巻第３号、１９９４年２月。 

５．「バングラデシュの文化・言語多元主義の展望とチッタゴン丘陵問題」、 

   石塚正英編『世界史の十字路・離島』［社会思想史の窓・第１１９号］、 

  社会評論社、１９９８年４月。 

６．「インドの先住部族民と経済開発ー森林開発を中心にー」、『岡山大学経済 

  学会雑誌』第３０巻第４号、１９９９年 3月。 

７．「インドの自然保護区と住民の生活権ー住民参加による環境保護の試み 

  ー」、『同志社商学』、第５１巻第４号、２０００年２月。 

８．「平和協定後も人権侵害が続くバングラデシュ、チッタゴン丘陵地帯」、『飛 

  礫』３１号、２００１年７月。 

９．「バングラデシュ、チッタゴン丘陵地帯の混迷と希望」、『飛礫』４１号、 

  ２００４年１月。 

  

翻訳など  

１．ジュリアン・バーガー著『世界の先住民族』明石書店、１９９２年１０月、 

  〔第４章「植民地の経験」、第５章「今日の先住民族運動」、「訳者あとが 

  き」および監修〕。 

２．ビクトリア・タウリ＝コープス「持続可能な開発に関する先住民族コーカ 

  スの経済社会開発に関する共同声明」、〔上村英明監修、藤岡美恵子・中野 

  憲志編『グローバル時代の先住民族ー「先住民族の１０年」とは何だった 

  のかー』法律文化社、２００４年９月所収〕 

 

事典項目 

１．「ナルマダー川開発」、『世界民族問題事典』（松原正毅編）、平凡社、１９９

５年９月。 

 

討論   

１．「世界史の十字路ー離島」（高橋道郎、真実一美、G.C.ムアンギ、市之瀬敦、 

  石塚正英）、石塚正英編『世界史の十字路・離島』［社会思想史の窓・第 

  １１９号］、社会評論社、１９９８年４月。 


